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文章題のめあてとまとめ 解決の道筋

５年「同じものに 目をつけて」（啓林館）について

（注：ページ番号は，平成 27 年啓林館のものです。問題文は著作権の関係で掲載できません。お手数で

すが，教科書を参照してください。）

p.68➀ □＋△×a = b

□＋△×c = d の問題

4年下 p.34➀の □×a＋b= c の問題 と，

本時の □＋△×a = b

□＋△×c = d の問題 とを比べることで，次のような

一般化された めあてをつかむ。

めあて

分かっていない数と，分かっている数を，かけたりたしたりする関係が

２つあり，その２つの関係に，同じものがあるときの，分からない数の

求め方を考えよう。

・４年上 p.99の計算のきまり□と△の扱いと，４年下 P.34➀の図を使って

図 ㋐

・４年上 p.99の計算のきまり□と△の扱いと，３年下 p.103□を用いた図を使って

㋑

式 ㋐か㋑どちらかの図から，同じものをさしひいて

△×２＝２００
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乗り物券２枚が２００円になるから，１枚は

２００÷２＝１００

入場券は □＋１００×７＝１２００ だから

１２００－７００＝５００

答え 乗り物券１まいのねだん １００円

入場券１まいのねだん ５００円

まとめ

分かっていない数と，分かっている数を，かけたりたしたりする関係が２つあり，

その２つの関係に，同じものがあるときの，分からない数を求めるには，

同じものをさしひいて，ちがいを求めていく。

p.69➀

□=△×a

□＋△= b の問題

p.68➀の
□＋△×a= b

□＋△×c= d の問題 及び，３年上 p.110➀の □×a= b と

本時の
□=△×a

□＋△= b の問題

とを比べることで，次のような

一般化された めあてを つかむ。

めあて

分かっていない数と，分かっている数を，かけたりたしたりする関係が２つあり，

その１つがかける関係で，もう１つが たす関係であるときの，

分かっていない数の求め方を考えよう。
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図

㋐

㋑

式

㋐と㋑どちらかの図から

① △＝□×２

② □＋△＝１５００

②の式の，おとな１人分△円を①の式の子ども２人分 □×２ 円におきかえると，

②の式は，子ども１人分□円（分かっていない数）だけの式になる。

□＋□×２＝１５００

これは，分かっていない数□が３つになることから

□×３＝１５００

３年の「かくれた数はいくつ」の学習を生かして，

□＝１５００÷３＝５００

分かっていない数△は，➀の式から，□の２倍だから

△＝５００×２＝１０００

答え おとな１人分の料金 １０００円

子ども１人分の料金 ５００円

まとめ

分かっていない数と，分かっている数を，かけたりたしたりする関係が２つあり，

その１つが，かける関係で，もう１つがたす関係であるときの分かっていない数を求め

るには，かける関係を使って，分かっていない数が１つだけになるようにおきかえて

とく。


